
γ敬喜田頭重1へ′＊羊慣詔書　ユマ膵阜aOなくン詔羞管

ユ叫執首相＼へ啓蟄0上之∈之詳0㌢ユG古賀〉巽字引等
〇二才1貰コ聾周レUH須掛軸皐－ユ、へ卓尋垂ら＼へマ詳む、へ

等巧言昔等Y卓Y草等卓7、1葦匂苛つは阜劫Ol昔々ユ諷亜
Jこ‡1立・γ敬茅留年と卓Y牢等望⊃．17人

妄g羊帖紺卦封、津守1革やaYⅥ幻魅つ々一バさ√キ卓也

血つ儲なユ⊂ン彰つノ櫨÷劫9翌0寺1茅坤〉11亡羊勘考畢

劇団撃つ腫輩等喝昔受マヤユ1丑凱学事、へ撃つ叫を、〉

皐ヌ割印マ￥等マ国富沌苛む蟄ユ⊂⊥謀つ日章沌亜α書聖
0￥1貫やユ1乱打㍗戎折りイユ1貫毒草）1′

壬率Qマ考禦壬屈Y、劇毒存、へ餌掃α宴封離詰革む取戻
〇二享1貫1

q儲マ顎諸国単G茅⊂人さ1ユセキ0号か数字Y（訊け逆

か敵訝昭新郎墨拘り一評・∠ごて手蔓卓具し諏触字数
〇二享1軍・1啓白等、へ愚〉1（召募寺田ユ劉￥い1（沌阜

79心等辱0ユ（ン膵Tn罷頭数　ム丁√O Yで4・Y

－′　〇二日茅　等ユ⊂ン勃沌担0滴、牛封計封廷将用射引封敗

0阜ユ妻ら、へ

マ常0艶福等婆諺製朝等撃園革半日羊佃翫ひ卓巧￥〇二字

1貫　留ユcc召ヌ引剋軒l）恥軸か寧日ケl首Ol毎朝首憫

前　野　0　聯　ヰ；

0阜羊、へ首マ岬、顎等立昏迷田津圭泌つ団

0率禦＼M溌猷む＝帰指摘狩二等Yさ′0琴を軍団；封耳

鼻、へ09闇つ々勾署Yさ√言う劫管叫暮夏蟹詔を0写1羊

G留ユ貫源貨立国営むJ♪g＼へ1畠憧1ユ1頓首葦

迎淳0御α之避朗、掛は〇二‡1羊、ユ⊂六甲虔つむ事

国包饗膵傍受等、1、立形、教学迎昏鶉早、羊蘭書笈
0￥1茅か等

ユ（人望考囁つ硲管等、言募試製む古〇二才1ユ0年等

専属〉なし昇、〉顎言々ユヌ力み0畢生等量勢筍0そ

0阜ユ粛軍等1冒考暑

矧冒0事Yと上製、1銅棒凄コ誕㊥Yとエ　ー膵叫を
0阜

ユ∈之￥1才宕且＿音076ZEミ草′岬を、a苦詔書←レむ等I

tⅢ0上、てら、へマ宝卓￥0普個等1才宕立寄つl勅書知覧

0：￥1羊敬q苗程動転膵透顎貌巻島章豆0才笥一　審

つ噌夢等豊新塞α勧誉〇二字1貫1凝妻畢ユ妄執￥よ等

ユ蓮華事田畑Yoo〔0阜羊　等ユユ壌顎鰭を首0な

くン畳つβ蜜、鰭等1貫q琴等圭と；好む認凶日OlaT章

耳　t浮等1貫G、貫ユ1葦封躍ユ（ン亘つ相踊OIB等

崖　凶　も　　礎圭と；壁旧Ⅴ

壬一針幻酎HO

Y宕重苦題￥　等；醒γ宕〉球首l0
04・貫1軍、へ団洋弓79阜葛揮Fa貫

（γ宕廿里軸迎撃等工畢）よう河て樽鞄む封￥つ々寄博○

壁土章翳蚕0

（〇●苫田謎）崖教￥　　　－古くコ0

岸車型　一斉一“罷詣0割垂　　　〃く　八〇

崖　団　耶　菅等胆　　　等　　』0

崖5提血9　凄 t崖（劇）整調’護国　謝

轟き、呈□患、崖』基　￥
崖（剋）＃三、法貨繋

（亜〔9⊆l）団迎堅守工壁日加臼＋血亀営史地場　週　籠　章

（盤上0∠）さ　ご　宕　点　血夏日一生凶髄　散　等　紗

剖（V）9Z●Z●〔961　等脚回∠eI塞

％∠9●16密封掃：正剥

：号　♪紺Lr、・

％Al●6ヱ密封掃回規

％詐●娼密　封　掃

き票一項封用

寄港封闇0

Ⅱ
劉
0
回
垂
下
…
型
甜
0
日
￥



でした。

夜遅くなるとケツコウ現地の人が多く、どうしてこんな

に派手に遊ぶ人が多いのかなと考えてみましたが、沖経

の人で金持ちの人は地主さんだそうです。一一昨年に米軍

からの土鞄の補償が出たのだそうです。叉町の中にも舶

来品専門の店がありますが、ここではデパートにもせい

ぜい一ケ位しかない高級品が何十何百とおいてあるので

す。舶来の高級品が非常に安い半面、日常物価は可成り

高いと感じました。現地では殆んど産業らしい産業もな

く主食の米も全て輸入米という事ですから物価の高いの

は当り前なのかもしれません。

沖紐の人達といっても限度はありますが、一般に色が黒

く背が低い様に感じました。そしてどの人も非常に人に

さからうことをせず、すごくおとなしい人達ばかりの様

に思いますぐ無抵抗主義とでも云うのですかバスが止ま

って観光客がキヨ∵Pキヨロ見廻していても、後から来た

事の運転手は警笛も鳴らさず黙って待っているのです。

長い圧制の所産といえばそれ迄ですが何か私には非常に

無気力でひどい云い方をすれば、飼い慣らされた家書の

様な感じさえ致しました。

沖経は北部、申弧南部の3プロ∵ツクに分けられるのだ

そうです○北部は古い沖縄、中部は米軍基地、南部は戦

跡地ということです0押掛は人口密度の高い事では世界
‾なのだそうですが、それでも北部観光地は流石商の島

らしく美しい調瑚樵の海や、いろいろ南国の珍しい植物

が生い茂っていました。人影もなくただのどかな景色が

数々のパノラマの様に目の前に広がって来る事が旅情を

慰めてくれました。

中部にはただもう尤大なアメリカ軍施設が到るところに

鉱がってます。特に買手納（カデナ）空港は東洋一とい

うだけあってその設備はすはらしいものでした。

最終の日に南部観光に参りました。これは観光とは云っ

ても戦跡鞄めぐりなのです。

開く以上に悲惨なひめゆりの塔前の洞穴、何か未だに女

子学生の悲鳴が聞こえて来る様な涙ながらのバスガイド

の説明を聞いて一同シュンとしました。ただこの塔のす

ぐ側で花を売ってるオバさん達がどうも一度売った花を

又もって来て売ってるのではないか等と珍説がとび出し

て何やら幻滅を感じました。

長い長い道中、それも砲火の中傷ついた兵隊さん達をか

ばいながらこの洞穴迄運んで来てそのままその中で火煩

放射器で焼き殺されてしまった女子学生も、生きておれ

ば私達との同年輩の人達だけに感慨一入でした。

その他健児の塔、白梅の塔、黎明の塔等々塔ばかり到る

ところに建立されていました。

静かな海や広い草原が静まり返っているのに何か昔を偲

ぶよすがもなく、ただボンヤリ虚ろな眼で見て参りまし

た。

広くもない庭に石づみの洞、その中へ弔う人もない今た

だ一ケの茶乾がポッソとおいてある。そんな家が何軒も

競いてるのです。ハイビスカスの花の赤さ派手さに薮べ

て悲惨な余りにも惨酷な光景だったと思います。

南部観光地とは名ばかりの片田舎で、道もものすごく悪

い道です。それが悲惨な田舎から5分も意らないうちに

素精しいハイウェイに事が入り・ます。と思うともう米軍

のレーダー基地のそばでした。沖維全島何百軒のハイウ

ェイを使ってくれた米軍も南部の戦跡地わずか数粁のと

ころには舗装してませんでした。

何とドライで合理ご都合主義なのだろうと革の中で憤慨

致しました。

しかし今考えてみると或いは私達がすこし水っぽかった

のかもしれません。アメリカの合理主義も私達に欠けて

いる学ぶべき点なのかもしれません。必要のない処には

金を使わないというパッチリした事も、もつと私として

は考えてみなければならんと思いました。

また来月沖縄へ参ってみたいと思ってますが特に何があ

るという事でもありませんが再度という事であれば今迄

見えなかったものも見えるのではないかという期待の為

です。

0幹事報告

○会報到着　青森、青森東、塩釜、帯広各R・C

O別会場、例会時間臨時変更

山形西R．C　3月4日　午後6時　丸久デパート

○事務所変更

東京江東R．C　東京都隅田区東両国4の7

中央信用金庫本店内

○仮クラブ設立

東京世田谷仮R・C

例会日　毎週水曜12時30分より

例会場　東京都渋谷区金主町東急文化会館ゴールデ

ンホール

事萄所東京都世田谷区玉川上野毛111五島美術館内

○チャーターナイト御案内

清水北R．C　4月21日　於清水市立商業高校

富士吉田R．C　5月8日　於富士吉田市　都留信

ビル3階ホール

香住R．C（兵庫）5月19日　放香住第一中学校

〇第365地区年次大会予約御案内（奈良）

10月11日′・・■13日　於天理教々会本部

○エコニコ箱

大野君、おくさん誕生　男網君早退　今間君2回欠席

0本日の献立

刺身平臥煮物　かれい　高野豆曙　椎茸、みそ汁

金銀　豆鰐


